
きれいなお花いっぱいだね

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

質
問　
横
田
基
地
に
つ
い
て
、

①
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
向
け
、
国
と
都
が
進
め
て

い
る
軍
民
共
用
化
の
動
き
を
明

ら
か
に
す
べ
き
。
②
正
確
な
情

報
提
供
を
市
民
に
行
う
よ
う
、

国
や
都
に
申
し
入
れ

を
す
べ
き
。
③
市
は

こ
れ
ま
で
も
軍
民
共

用
化
に
反
対
す
る
立

場
を
明
確
に
し
て
い

る
が
、
見
解
は
。
④

Ｃ
Ｖ
―
２２
オ
ス
プ
レ
イ
が
正
式

に
配
備
さ
れ
た
が
、
航
空
機
騒

音
の
測
定
結
果
は
。

答
弁　
①
都
か
ら
は
国
と
の
実

務
者
協
議
会
に
お
け
る
協
議
事

項
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
、
協

議
が
進
め
ら
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。
②
都
や
基
地
周
辺
５
市
１

町
と
連
携
す
る
中
で
、
今
後
も

国
に
速
や
か
な
情
報
提
供
を
求

質
問　
美
堀
町
の
集
団
移
転
跡

地
に
つ
い
て
、
住
民
は
耕
作
等

で
快
適
な
都
市
空
間
を
守
っ
て

き
た
が
、
防
衛
省
は
跡
地
を
鉄

柵
で
囲
い
込
み
、
立

ち
入
り
を
認
め
な
い

通
告
を
突
然
行
っ
た
。

公
共
の
福
祉
を
追
求

す
る
市
の
役
割
は
。

答
弁　
歴
史
的
経
過

を
踏
ま
え
、
住
民
の
意
見
等
を

聞
く
中
で
、
国
の
責
任
に
お
い

て
適
切
な
管
理
手
法
を
見
出
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　
地
域
循
環
型
経
済
の
実

現
へ
向
け
た
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
消
費
税
１０
％
へ
の

質
問　
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
普
及
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
①
児
童
・
生
徒
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
利
用
時
間
・
目
的
の
追
加
予

定
は
。
②
学
力
向
上
を
目
指
す

に
あ
た
り
、
ス
マ
ホ
所
持
等
生

活
習
慣
整
備
や
保
護

者
へ
の
働
き
掛
け
は
。

答
弁　
①
必
要
に
応

じ
項
目
の
変
更
を
検

討
す
る
。
②
元
気
ア

ッ
プ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
、
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
を
確
立
し
、
学
力
、
体
力

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
ま

た
、
保
護
者
会
、
セ
ー
フ
テ
ィ

め
て
い
く
。
③
騒
音
の
増
大
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
軍
民
共
用

化
に
は
反
対
の
立
場
で
あ
り
、

今
後
も
動
向
を
注
視
し
、
都
や

関
係
機
関
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

④
平
成
３０
年
度
の
測
定
回
数
は

１
万
１
千

２８１
回
で
、
２９
年
度
に

比
べ
２
千
７
回
増
加
し
て
い
る
。

質
問　
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
、
①
食
育
の
推
進
、

子
育
て
支
援
等
の
た
め
、
無
償

化
の
必
要
性
・
有
効
性
は
十
分

に
あ
る
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

②
財
政
調
整
基
金
が
増
え
、
市

債
が
減
っ
て
い
る
中
、
無
償
化

の
た
め
の
財
源
は
あ
る
の
で
は
。

答
弁　
①
保
護
者
の
経
済
負
担

増
税
の
中
止
を
求
め
る
べ
き
。

②
公
契
約
に
お
け
る
ル
ー
ル
の

確
立
を
。
③
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
を
。

答
弁　
①
経
済
動
向
等
を
十
分

に
見
据
え
、
景
気
を
下
支
え
す

る
経
済
対
策
と
と
も
に
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
。
②
市
に
お
け

る
地
元
業
者
の
育
成
や
労
働
条

件
の
確
保
等
は
な
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
③
耐
震
改
修
等
、

目
的
が
定
め
ら
れ
た
住
宅
改
修

の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
個
人
所
有
の
財
産
と
な
る

住
宅
へ
の
新
た
な
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
の
創
設
は
、
財
政
的

に
困
難
性
が
あ
る
。

教
室
等
で
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
長
期
休
暇
中
に
お
け
る

小
・
中
学
生
の
居
場
所
に
つ
い

て
、
子
ど
も
の
育
ち
の
た
め
に

も
選
択
肢
の
拡
充
が
必
要
と
考

え
る
。
①
児
童
セ
ン
タ
ー
に
１

人
で
来
た
子
ど
も
が
楽
し
め
る

よ
う
な
働
き
掛
け
や
関
係
性
は
。

ま
た
、
意
見
は
ど
の
よ
う
に
扱

い
施
策
に
活
か
し
て
い
る
の
か
。

②
長
期
休
暇
中
に
お
け
る
放
課

後
子
ど
も
教
室
を
試
験
的
に
実

施
し
て
は
。
③
遊
び
の
選
択
肢

を
広
げ
子
育
ち
を
支
援
す
る
、

冒
険
遊
び
場
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の

捉
え
方
は
。
④
子
育
て
世
代
向

け
の
子
ど
も
が
参
加
で
き
る
企

の
軽
減
に
な
る
が
、
多
額
の
経

費
を
必
要
と
す
る
た
め
、
困
難

で
あ
る
。
②
財
政
調
整
基
金
は

当
初
予
算
で
６
億
６
千
万
円
を

取
り
崩
し
て
お
り
、
臨
時
財
政

対
策
債
で
赤
字
補
塡
も
行
う
な

ど
、厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
。

質
問　
田
中
町
地
域

に
市
立
会
館
の
建
設

を
願
う
多
く
の
声
が

あ
る
。
田
中
町
の
東

側
の
市
有
地
に
公
共

施
設
を
設
置
し
て
は
。

答
弁　
大
神
町
四
丁
目
に
市
有

地
が
あ
る
が
、
そ
の
使
途
は
現

在
未
定
で
、市
全
体
で
協
議
し
、

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　
横
田
基
地
の
現
状
に
つ

い
て
、
①
無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー

バ
ル
ホ
ー
ク
配
備
の
報
道
が
あ

っ
た
。
対
応
は
。
②
戦
争
作
戦

計
画
の
策
定
等
を
担
う
指
揮
所
、

航
空
宇
宙
作
戦
セ
ン
タ
ー
設
置

の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
把
握
し

て
い
る
の
か
。
③
機
関
銃
の
銃

口
を
、
市
街
地
に
向
け
た
ま
ま

飛
行
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

Ｃ
Ⅴ
―
２２
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
撤
回
を
求

め
る
べ
き
。

答
弁　
①
現
時
点
で

具
体
的
な
情
報
は
な

い
。
②
国
か
ら
米
側

よ
り
現
時
点
で
設
置
す
る
計
画

は
な
い
と
回
答
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
③
市
は
判
断
す
る

立
場
に
な
い
と
考
え
る
が
、
都

と
周
辺
５
市
１
町
連
絡
協
議
会

の
枠
組
み
を
基
軸
に
安
全
対
策

等
の
要
請
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

画
や
場
の
情
報
の
集
約
・
発
信

に
つ
い
て
、
昭
島
市
子
育
て
グ

ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
で

行
う
よ
う
働
き
掛
け
て
は
。

答
弁　
①
子
ど
も
た
ち
が
思
い

思
い
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
職
員

が
子
ど
も
へ
の
声
か
け
を
行
っ

て
お
り
、
良
好
な
関

係
性
で
あ
る
。
意
見

箱
を
活
用
し
、
よ
り

魅
力
の
あ
る
事
業
の

実
施
や
施
設
の
改
善

に
努
め
て
い
き
た
い
。

②
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
運
営

委
員
会
等
の
話
を
聞
き
な
が
ら

研
究
し
て
い
き
た
い
。
③
現
在

の
計
画
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
な
い
。
今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
。
④
過
去
に
は
子
育
て
グ

ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団

体
が
、
情
報
の
発
信
等
を
行
っ

て
い
た
。
再
度
対
応
で
き
る
の

か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

横
田
基
地
の
軍
民
共
用
化

に
つ
い
て
問
う

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村 　

博 　

議
員

「
住
民
が
主
人
公
」
で

美
堀
町
ま
ち
づ
く
り
を

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤 

文
子　

議
員

ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
へ
の
対
応
に
つ
い
て

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

林 

ま
い
子　

議
員

質
問　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
つ
い
て
、
①
今
年
度
を

目
標
年
次
と
し
て
い
る
が
、
将

来
都
市
像
の
実
現
を
ど
の
よ
う

に
目
指
し
て
き
た
の
か
。
②
新

た
な
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
①
水
と
緑
と
や
さ
し
さ

を
育
て
る
ま
ち
昭
島
の
実
現
を

目
指
し
、
適
宜
必
要
な
見
直
し

を
行
い
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
施
策
を

展
開
し
て
き
た
。
②

市
民
と
共
有
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
方
針
と

な
る
た
め
、
市
民
の

意
見
を
十
分
聞
く
と
と
も
に
、

各
地
域
の
課
題
や
状
況
を
的
確

に
捉
え
、
策
定
し
て
い
く
。

質
問　
昭
島
６
号
と
昭
島
都
市

計
画
道
路
３
・
４
・
９
号
を
東

西
に
結
ぶ
道
路
は
、
利
便
性
が

高
い
反
面
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
安
全
が
確
保
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
ま
た
、
同
３
・
２
・
１１

号
の
北
詰
箇
所
に
は
む
さ
し
の

公
園
が
あ
り
、
大
勢
の
市
民
が

訪
れ
る
が
、
道
路
は
視
界
が
悪

く
、危
険
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

信
号
機
の
設
置
が
喫
緊
の
課
題

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答
弁　
昭
島
警
察
署
と
の
協
議

を
進
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
早
期

設
置
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
①
有
効
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。②「
今

月
の
休
日
診
療
・
小
児
救
急
」

の
更
新
が
遅
れ
て
い
た
事
例
が

あ
っ
た
。
今
後
、
一
層
、
迅
速

な
対
応
を
。
③
「
よ
く
あ
る
質

問
」の
充
実
へ
の
取
り
組
み
を
。

答
弁　
①
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
発
信
で
き
る
こ
と

に
加
え
、
い
つ
ど
こ

か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス

で
き
る
利
便
性
も
あ

る
た
め
、
今
後
さ
ら

に
有
効
性
が
増
し
て

い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②
正
確
な
情
報
が
適
切
な
時
期

に
市
民
へ
届
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
更
新
の
遅
れ
が
再
び
起

き
な
い
よ
う
、
努
め
る
。
③
随

時
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

都
市
空
間
・
都
市
基
盤
の
整
備
、

都
市
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

無　
　

会　
　

派

南
雲 

隆
志　

議
員

第
２
回
定
例
会

〇
可
　
決

▽
令
和
元
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
昭
島
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽�

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽�

昭
島
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▽
昭
島
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
昭
島
市
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽�

昭
島
市
公
共
下
水
道
で
発
生
し
た
物
損
事
故
に
係
る
和
解
及

び
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

▽
自
治
功
労
者
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
４
件
）

〇
承
　
認

▽�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
３１
年
度

昭
島
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
１
号
）

〇
受
　
理

▽�

平
成
３０
年
度
昭
島
市
一
般
会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

に
つ
い
て

▽�

平
成
３０
年
度
昭
島
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
継
続
費
繰
越
計

算
書
の
報
告
に
つ
い
て

※
予
算
の
補
正
状
況
は
１
面
、
表
彰
の
詳
細
は
６
面
に
掲
載

提
　
出
　
案
　
件
　
と
　
結
　
果

請願・陳情の提出方法

　市民のみなさんが、日頃
考えている意見や要望を誰
でも市議会に提出すること
ができます。
　議員の紹介のあるものが
請願、ないものが陳情です。
　議会に提出された請願等

（陳情で内容が請願に適合す
るものを含む）は、担当委
員会で審査されます。
　なお、請願・陳情者の署
名があれば押印は不要です。

請願等の書式（例）

○○○○に関する請願
（紹介議員がないものは陳情）

請願（陳情）の要旨

紹介議員
○○○○印
○○○○印

　　年　月　日
（あて先）昭島市議会議長

請願（陳情）者
住所　○○○○
氏名　○○○○印
電話　○○○○
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